
(19)菫筆学散青における学士力の考察
建築学教育FD/1T活用研究委員会は、21年 6月、 8月 、 9月 、10月 の 4回開催した。

二繁学分野では、建築の基本要素 (強・用・美)の知識・ 技能を身に付け■上で、建響
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そあ上ttサイパーFDI究員322人に意

見を求めたところ、37人 (11%)から意見が寄せられ、意見を踏まえて、2下の通

りとりまとめた.ここでは、「ヨア・カリキュラムのイメージ」、「測定方法Jを割愛

したので、詳細は資料編【資料5】 を参照されたい。

:型彙忌撃キ:技術および芸術に関する基礎的な知疇:素養を身に付け
ている.

F3違

li:暑塁til星曾l言手:≡1lil書:I:l:二 ||::
【到達日■

畠:環境、構造、材料に関する基本的な専門知識が理解できる。

【到逮目凛3】               、ら建築を考えるこLができる。生活環境の安全。安心、公共の福祉などの視点カ
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8 通鼻3義軍≧需T嘉楓壼基警雷と百号警二翼のマネジメントを理解している。
【到達目標 4】

建築分野における体系的な知識や技能をもとにして、自ら建築作品や卒業研究
などの成果物として

まとめられる素養を身に付けている。
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建築学教育における情報教育

tttp/1T活用研究委員会は、学士力考察をとりまとめの後、21年 12月、22
年1月に2回開催した。検8fで 1■
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用いた と横果のr価 情ヽ報通信技術を用いた建築作
品の 4ヽ |レーションした などをとりあげた.
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,よび情報倫理を身につけている.
【敏青内容・教育方法】Φは、演曹暉題を与えて、適切な情報を調査・懸せ畠番号1長再津議FttFttF身じLI_ショ
』芝LEE難富子
工「を活用し、情報●:

0と 0は、撮出された成果物、課題レポート、発表の内容などにより確認する.
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認義見目農為二活用して、■纂の設計製国や構造。環境・設備システムの解析等を行うことができ
る。                .
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0 菫筆のCIDソ フトを活用した基礎的な製国技法を身につけ、設計の妥当性が判断できる。
② 薔籠薔奪および■壇 `設備システムの麻析ツールが利用でき、その結果の信頼性を判断できる【教育内容 1教育方法】
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た演習を行い、その結果を理論億や実験値と比較検討させる。
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0は、現実の地域。社会を対象とした演曽課題を与え、デイスヵッション、グループヮニクを通じ
て建筆作品を制作し、プレゼンテニションさせる.
②は、間題解決に向けたシミュレーションの手法を身につけ、ンミュレーションの結果を既住の知
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